
令和４年度 アクションプランの内容について 
 

－富山県成長戦略アクションプラン（令和４年版）まちづくり戦略部分（抜粋）－ 

 

１．成長戦略の実現に向けて 

富山県成長戦略は新型コロナウイルス感染症による社会経済構造の変革や以前から進んでい

たデジタル化・AI 化の進展、脱炭素や SDGｓといった世界的な潮流に対応していくために、

「真の幸せ」（ウェルビーイング）中心の成長戦略としてとりまとめられました。 

主観的な幸福度を重視した「真の幸せ」（ウェルビーイング）を目指すことが経済成長の目

的であり、手段でもあるという考えのもと、新しい産業政策、新しい人材政策を目指していま

す。特に、富山の強みを最大限に活用し、弱みを克服することにより、富山のウェルビーイン

グの向上を図り、次世代の価値を産む人材が富山に育ち、また、県外から引き寄せられて富山

に集積することを戦略の核に据えており、総合計画と共通して、「人づくり」をその基盤とし

ています。 

今回、富山県の新たな成長戦略として、「真の幸せ」（ウェルビーイング）に着目するのは、

GDPに代わり、世界的に注目を集めつつある概念であることに加え、富山県が県民所得や住環境

などの客観的指標の観点からみると、全国的にも暮らしやすい県の一つであり、今後、主観的

な幸福度を高めていくことで、全国的にも高いウェルビーイングを達成しうる可能性が大きい

ことがあります。 

今回の富山県成長戦略アクションプランでは、６つの柱ごとに令和４年度予算に盛り込まれ

る事業をまとめています。それぞれの柱ごとの戦略の実現に向けて、各事業の相乗効果を高め

ていくことはもちろん、柱ごとの事業も相互に連携させていくことが重要です。  

また、成長戦略は県が単独で行うのではなく、県民や市町村、民間企業や関係団体などと連

携を図るとともに、それぞれの自主的な取組みにもつながるよう、ワンチームとなって実行し

ていくことが重要です。 

（中略） 

 

（２）まちづくり戦略 

まちづくり戦略は、真の幸せ（ウェルビーイング）戦略と合わせて、県内のウェルビー イン

グを高める個性的なまちづくりを目指すものです。居心地がよく個性的な市街地・田 園地域づ

くりに向けて、ボトムアップのまちづくりを進めるために、多様な主体によるまちづくりの取

組みを支援します。県内ではこうしたボトムアップのまちづくりの事例が増 えつつあり、こう

した取組みを広げていくことが重要です。 

また、デジタル技術を様々な地域課題の解決に活用していくことも不可欠であり、県内 外の

事業者とも連携することで、より効果的なデジタル化を進めていきます。 

加えて、まちづくりを進めていくためには、官民連携の深化が不可欠であり、PPP や県 とし

ては実績のない PFI をはじめとした官民連携に関する知識やネットワークを構築する ための

事業を実施します。 

（中略） 

資料２ 



２．今後の進め方 

 成長戦略については、変化する社会情勢の中で、スピード感をもって効果的に各施策を進め

ていくことが重要であることから、令和４年度当初予算に計上した事業（アクションプラン）

を着実に実施します。このため、来年度以降も成長戦略会議やワーキンググループにおいて、

ＰＤＣＡサイクルにより、施策の実施状況と効果等を検証し、成長戦略が実効性のあるものと

なるよう取り組んでいきます。 

 

３．アクションプラン 

（２）まちづくり戦略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


